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＊事前にＤＭ－5０本体の取付、時刻設定等を行ってください

① 電源投入

[電源]ボタンを押し電源をＯＮすると空車モ－ドとなります。　　写真１参照

また、車を走行させると自動的に電源が入ります。

[空車]ボタンがオレンジ色に点灯します。

写真１

－　１　－

空車ボタン

空車モード

電源ボタン



② 空車モ－ド

電源投入後の初期画面または代行業務にて精算が終わり[空車]ボタンを押すと

空車モ－ドになります。　[空車]ボタンがオレンジ色に点灯します。　写真2参照

写真2

③ 代行モ－ド

代行業務を開始する時は[代行]ボタンを押し代行モ－ドにします。　　写真3参照

[代行]ボタンが緑色に点灯します。

写真3
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代行ボタン

代行モード

空車ボタン
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④ 待ちモ－ド（設定されている場合のみ）

代行モードにて、再度[代行]ボタンを押し待ちモ－ドにします。　写真4参照

液晶画面のバックライが点滅し時刻表示が待ち時間に変わります。

お客様が乗車され、発車する時に再度[代行]を押し代行モ－ドに戻します。

注：代行モ－ドに戻さずに走りますと待ち時間料金が

　　 加算されますので注意して下さい。

注：代行メ－タ－ご購入注文時に設定されなかった場合、待ちモ－ドにはなりません。

写真4

⑤ 加算または減算機能（設定されている場合のみ）

[回数]ボタンを押すと設定されている料金が加算または減算されます。

－　３　－

待ち時間

待ちモ－ド



⑥ 割増または割引設定（設定されている場合のみ）

[割増]ボタンを押すと設定されている割増料金または割引料金となります。　写真5参照

注：代行モードで一度割増にしますと、通常の料金に戻せません。

割増を戻す場合は、精算が済んで[空車]ボタンを押し

空車モードで[割増]ボタンを押してください。

注：割増状態で次ぎの代行に入りますと通常に戻せないため

　　必ず精算が済んだら通常に戻してください。

注：割増の料金は設定により異なります。

写真5
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割増ボタン



⑦ 精算、領収書の発行（別売のプリンターを接続している場合のみ）

プリンターの電源をONにします。（詳しくはプリンターの取扱説明書を参照願います。）

料金を確認し、精算を済ませ[空車]ボタンを押し空車モ－ドにします。

[出力]ボタンを押すと領収書が印字されます。　写真6参照

写真6

⑧ 日計デ－タ表示及び印字（別売のプリンターを接続している場合のみ）

空車モードで[合計]ボタンを押すと、一日の業務の内容を表示します。　写真7参照

[合計]ボタンを押す毎に１回目からの詳細が表示されます。　　

日計データを印字する場合は、空車モードにて[合計]ボタンを1回押します。

[出力]ボタンを押すと日計データが印字されます。

注：日計データは翌日、午後１２：００以降に[代行]ボタンを押すとクリアされます。

写真7
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出力ボタン

1、合計ボタン
2、出力ボタン



⑨ データ転送（別売の代行管理システムMP-30を導入された場合のみ）

1）MP-30を代行メーターに接続します。　写真8参照

2）[合計]ボタンを1回押します。　写真9参照

3）[出力]ボタンを押します。転送モードとなり、データ転送が開始されます。　写真10参照

4）データ転送が終了すると空車モードに戻ります。

5）MP-30を取外します。

写真8

写真9
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1、合計ボタン

2、出力ボタン



写真10

⑩ 電源ＯＦＦ

[電源]ボタンを約2秒間押します。　電源がＯFFとなります。

注：電源がＯＦＦでも、車が走行すると自動的に電源が入ります。

　　また車のイグニッションキーをOFFにしたとき車種により電源が

　　入る場合もありますのでOFFする場合は車のイグニッションキーを

    ＯＦＦしてから行ってください。

お問合せ、修理のご連絡先

株式会社　エフ・アンド・オー・システムズ

　〒399-8240長野県安曇野市豊科高家5356-12

TEL　（0263）-72-8288　FAX（0263）-72-6655

URL：http://www.fando.co.jp　E-Mail：info@fando.co.jp

－　７　－

転送モード
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